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注
1 多摩市による公園施設等の里親制度（アダプト）は、行財政再構築プランにおけ
る公共施設の維持管理方法の見直しの一環として、市民協働による管理運営手
法の一手段として導入された。平成15年度に恵泉女学園大学が本制度の第1号
となり、現在は20か所（平成19年末現在）で活動がおこなわれている。なお、世
界初のアダプト制度は1985年に米国テキサス州運輸局が導入した「アダプト・
ア・ハイウェイ」とされている。
2  多摩市落合商店街にある共有ひろばにある栽植マス（ツリーサークル）に野菜、
ハーブなどを植え、食育菜園（食べられるガーデン）を広めるプロジェクト。詳
細は橋本・岡井・澤登（ 2007）「ツリーサークルを利用したガーデンプロジェクト
の実践」多摩ニュータウン研究№.9.p102-110を参照
　
3  兵庫県フラワーセンター、尼崎市都市緑化植物園をへて、2001年よりむろたに園
芸研究所主宰。10年以上にわたり関わっている園芸ボランティア教育は、日本で
の第一人者と呼ばれている。
4  東大阪市が地域のまちづくりのための活動を支援するために交付している助成
金。2007年度は18団体が選定されている。園芸活動を主としている団体の助成
は「花づくりボランティアの会園芸なかま」を含め2団体のみ
5  知的障害のある生徒のための高等部だけの学校。福祉・園芸科、ものづくり科、
流通サービス科の3つの職業科があり、3年間でで社会で働く力を身につけるこ
とを目標にしている。
